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1. グ ル ー プ の 研 究 目 的
「 普 通 人 な を も て 教 育 を 受 < , い は ん や 盲 ろ
う 者 を や 。 」
こ の こ と ば は ， 我 々 の 研 究 グ ル ー プ の 一 人
が ， ま え に ， 盲 ろ う 者 の 言 語 行 動 の 学 習 を 試 み
て ， さ い わ い に ， あ る 程 度 の 成 果 を あ げ る こ と
が で き た と き の 感 慨 を ， 親 鸞 の こ と ば と い わ れ
て い る ， 「 善 人 な を も て 往 生 を と ぐ ， い は ん や
悪 人 を や 。 」 （ 歎 異 抄 ） の い い ま わ し を 借 り て
述 ぺ た も の で あ る 。 親 鸞 が 自 己 の 信 仰 の 告 白 に
お い て な し た と 同 様 に ， 「 事 柄 の 真 実 は 常 識 の
逆 転 の う ち に あ る 」 こ と が ， こ こ で は 教 育 の 問
題 に つ い て 切 実 に 体 験 さ れ た の で ， そ れ を 端 的
に い い あ ら わ し て み た わ け で あ る 。 す な わ ち ，
常 識 的 に は ， 「 教 育 」 は ， 元 来 ， 普 通 人 が 受 け
る も の で あ っ て ， 盲 ろ う 者 な ど ， 教 育 の 可 能 性
の き わ め て 疑 わ し い も の は ， 教 育 を 受 け る 機 会
か ら ， の け も の に さ れ て も ， ま ず や む を え な い
と 考 え ら れ 勝 ち で あ る が ， 真 実 は そ の 逆 で ， 盲
ろ う 者 こ そ ， 適 切 な 教 育 を う け て は じ め て ， そ
れ の 人 間 性 が 開 発 さ れ る も の の よ う で あ る か
ら ， 盲 ろ う 者 こ そ ， 当 然 教 育 を う け な け れ ば な
ら ぬ こ と に な る 。
こ の よ う に ， 「 適 切 な 教 育 」 の 実 践 は ， 教 育
を 受 け る 側 に 貴 重 な 効 果 を 生 み だ す だ け で は な
ぃ 。 教 育 に た ず さ わ る 者 の 側 に も 大 き な 収 穫 を
も た ら す こ と に も な る 。 す な わ ち ， こ こ で は ，
盲 ろ う 者 の 「 み か け の 教 育 不 可 能 」 を 切 り く ず
し な が ら ， 歩 一 歩 と 相 手 の 行 動 体 制 の 水 準 の 向
上 を は か る こ と に な る が ， そ こ に は ， 踏 み な ら
さ れ た ル ー ト が あ る わ け で は な い の で ， 行 動 体
制 形 成 の 法 則 発 見 の 手 続 き に よ っ て ， 慎 重 か つ
大 胆 に 進 む べ き 路 を 切 り ひ ら い て い か な け れ ば
な ら な い 。 そ れ に は 大 き な 困 難 と ， と き に は 多
※  本 報 告 ほ 梅 津 八 三 教 授 ， 藤 井 稔 講 師 を 中 心 と す る 関 西 大 学 文 学 部 教 育 学 科 の 心 身 障 害 児 教 育 研 究 グ ル ー プ ， 相 原 和 美 ， 今 瀬 文 恵 ， 岡 田 博 ，
佐 々 木 順 ， 佐 々 木 哲 二 郎 ， 那 須 武 志 ， 野 津 雅 子 ， 松 岡 美 津 江 ， 松 岡 光 代 ， 室 谷 正 幸 の 共 同 研 究 に よ る も の で あ り ， 執 筆 も グ ル ー プ 全 員 の 協 力
に よ る も の で あ る 。
本 研 究 に 関 し 種 々 御 協 力 を 載 い て い る 宇 治 黄 難 病 院 の 方 々 に 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。
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少の挫折をともなうこともあるであろうが，し
かし，このような努力のうちに，行動体制形成
の法則は，ーそう精密なものとなり，その後の
実践に一そう役立つ「道具」ともなるであろ
. っ。
以上にのべたような，教育実践を通じて，教
育をうける側にも，また教育にたずさわる側に
も効果，収穫があらわれうることは，盲ろう者
を相手にした場合だけでなく，他の種類の心身
障害者の教育にたずさわるときにも期待される
のではあるまいか。＊
我々のグループの研究目的もまさにこのよう
なところにある。
註
＊梅津八三：水晶体後線維増殖症による盲乳幼児の生
活郡l練についての覚え害。教育科学セミナリー。創
刊号。 1968, 関西大学教育学会
2. 自閉症児を対象として選ぷことになった
事情
我々は前に述べたような目的で心身障害児の
教育研究のグループを組織したが，まずはじめ
にその対象として自閉症児を選んだのは次のよ
うな事情による。
ある病院に一人の自閉症児が入院してきた。
この子は典型的なカナー型で，重度の自閉症児
と考えられた（後に詳述）。
この子に対する医学的，あるいは看護的処置
は，一般にいわれているのと同様，全く暗中模
索の状態であった。＊
またこのような子供の組織的教育方法は未だ
開発されていないといってよい。
しかし，グループの一人がたまたまこの子の
行動を観察する機会を得，またわずかの期間で
はあるが，この子との接触を通じて，この子の
教育の手がかりを得る可能性が考えられた（例
えば彼は彼のおやつのための莱子の入っている
場所をよくおぽえていること。また彼は放り投
げたために，ちらばった鉛筆を，はじめの 1'
2本は手を添えて，もとの箱に拾って入れさせ
ると，残りはすべて自分で入れることが出来た
こと等）。その可能性を開発するためには，こ
の子に対する外からの積極的働きかけが必要で
ある。
これは未開拓の領域ではあるが，我々は手を
こまねいているわけにはいかない。＊＊
はじめにも述べたように我々のグループの一
人の20年にわたる盲ろう二重障害児の教育にお
いて成果をあげた経験にもとづいて，すなわ
ち，原則として，行動体制の現水準に対して最
近接領域の水準をみつけ，それを目標とし，そ
れに到達するような働きかけを目閉症児の教育
についても試みてみることにした。
註
＊安東真弓： 1969 : 早期幼児自閉症と思われる一症例
について；宇治黄柴病院研究会報告
**Lovaas, I. (カルフォルニア大学 (U.C.L.A)の精
神病研究所の心理学の助教授。オペラント条件づけ
法による自閉症児の治療を試みている）も“諸君は
どのような仕方で出発しようかと思い悩む前に，ま
ず火をつけなければならない。”と述べている。
(Life. 1965.) 
3. グループの活動状況
臨床研究：我々は現在前述の病院において，
週1~3回，平均6時間，訓練者2~3名で，
患児に対し直接的な働きかけを行っている。
記録としてはノートの他に， ビデオコーダ
-, 8ミリ撮影機，カメラ，テープコーダー，
を利用している。
机上研究：自閉症児に関する文献，学習に関
する文献研究とともに，大阪市立大学家政学部
によって行われている音楽療法，東京大学医学
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部神経科の自閉症児クラスの見学など行い，他
の自閉症児についての直接の資料も検討してい
る。
T. F. 君の症状
我々が，宇治市にある宇治黄栗病院に入院中
のT君に，はじめて会ったのは、 1969年7月の
ことであった。当時， 9オ2カ月のこの男の子
の示す数々の行動は，我々が心身障害児の一般
的行動について抱いていたイメージとは異な
り，全く驚異的なものであった。その時以来，
我々の研究活動は，この子を中心にして始まっ
たのである。
この報告は，我々の半年余り (1969年7月よ
り1970年3月まで）の研究活動のまとめであ
る。
はじめに， 病院における研究報告とカルテ＊
をもとにして， T君の家庭蝶境及び生活史を紹
介しながら，彼の症状の特色を明らかにしてお
こう。
(1) 家庭時代
彼の父親は車のセールスマンをしており，局
親は家事の合い間に，牛乳配達等のアルバイト
をしたこともある。 T君は，その四男として生
まれた。兄3名・妹4名の 8人兄弟である（こ
れらの兄弟は，いずれも正常）。
(i)妊娠から分娩まで
母親は，妊娠中つわりがひどかったが，他の
疾患には罹患していない。分娩も正常である。
(ii)乳児期
母親は，内職の牛乳配達が忙しく，朝は，ミ
ルク（母乳は，ほとんど出なかったが，できる
だけ飲ませ，途中で人工乳と取りかえた）を与
えておいて，午前6時から 9時まで配達に出て
いった。その間，彼を布団の中で横にしておい
た。生後10カ月まで，この状態が続く。
T君は，上の 3人の子供と比べて，乳も飲み
たがらないし，余り泣かなかった。首のすわり
も悪く，グニャグニャした子という印象であっ
た。抱いても，赤ん坊を抱いている感じが全然
しない。通常，乳幼児は，母の保護と愛撫を求
めるものであるが，彼には，そのようなことも
見られなかった。生後2カ月の時，栄養失調の
診断を受けている。
(ii)幼児期
生後10カ月の時，牛乳配達が更に忙しくなっ
たため，母親はT君を，近所のあばあさんに 1
週間のうち 5日間預け，週末になると家へ辿れ
て怖った。一年間この状態が続くが，その後ア
ルバイトはやめている。
おばあさんは， T君のことを， 「色の白いお
となしい子で，余り泣かないし乳も飲みたがら
ないが，人の集まっている場所に辿れだすと泣
きだした。」と，語っている。
1961年夏， 1オ3カ月になっても歩かないた
め， K大学病院で診察を受けたが，栄養失調で
筋肉の発達が悪いことのほか異常はないと言わ
れる。
母親が， T君の行動の異常に気づいたのは 1
才半ぐらいの時であった。玩具を与えてもポン
と捨ててしまう。口の端や足についた飯つぶを
気にして取るといった行動がみられた。始歩は
2オである。会話は全くできないが， 「ナショ
ナルセンプウキ」等と，散発的にテレビのCM
を言う。流行歌を歌うこともあり，例えば，母
親が， 「吹けば飛ぶような」と歌うと「将棋の
駒に」と続ける。小便は，定期的に連れて行け
ば，することができる。しかし大便は失禁して
便を手でこね廻したりする。
1964年4オのとき，児童相談所へ辿れて行っ
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た。 2• 3 回 の 面 接 で ， 「 こ の 子 は 治 療 の 見 込
み が な い 。 」 と 言 わ れ る 。 ま た ， B 学 園 外 来 で
診 察 を 受 け ， 「 小 児 分 裂 症 」 と 診 断 さ れ る 。 入
院 す る 必 要 が あ る と 言 わ れ た が ， ベ ッ ト の 都 合
で 入 院 で き な か っ た 。
(2) 病 院 時 代
(i,) 1965 年 5 オ の と き ， G 病 院 へ 入 院 す る 。
入 院 中 の 病 状 を カ ル テ か ら 紹 介 す る と ， ① 身 体
的 な 異 常 は 特 に な い 。 R 雑 誌 を 小 さ く ひ き ち ぎ
っ て ， 一 日 中 遊 ん で い る 。 ⑧ テ レ ビ を 好 ん で 見
て ， 時 折 テ レ ビ の C M を 言 う 。 し か し こ ち ら の
話 に 応 じ た り ， 自 分 か ら 話 し か け た り す る こ と
は 一 度 も な い 。 ④ 母 親 が 病 院 か ら 帰 ろ う と し て
も 平 気 な 顔 を し て い る 。
・ 外 泊 中 の 印 象 を ， 母 親 は 次 の よ う に 記 し て い
る 。 ① バ ス を 降 り た ら ， サ ッ サ と 自 分 の 家 の 方
ヘ 歩 い て 行 け る 。 ③ 叱 る と 涙 を 流 し て 泣 く こ と
が あ る （ 以 前 は ， こ の よ う な こ と は な か っ た ） 。
③ 道 を 歩 い て も 自 動 車 に 注 意 を 払 わ な い の で 危
険 で あ る 。 し か し ， 溝 は 慎 重 に ， ま た ぐ よ う に
み え る 。 ④ 風 呂 に 入 る の を 好 む 。 ⑥ 穴 が あ る
. 
と ， 紙 く ず を 詰 め る 。
1967年 7 オ の と き ， G 病 院 で は 看 護 困 難 と な
り 退 院 す る 。 そ の 後 し ば ら く 家 庭 に い た が ， 物
を こ わ し た り ， タ ン ス の 中 の も の を 放 り 出 し た
り ， 小 便 の 失 禁 が あ っ た り し て ， 母 親 が 一 日 中
彼 の そ ば を 離 れ る こ と が で き な い 状 態 な の で ，
1967年 末 か ら 6 カ 月 間 ， P 病 院 へ 入 院 。 P 病 院
退 院 後 ， 再 び 上 記 の 状 態 と な る 。
(ii) 1969 年 1 月， 8 オ 8 カ 月 の と き ， 現 在 の
病 院 へ 入 院 す る 。
こ の 病 院 で の 状 態 は ， 次 の 如 く で あ る 。
① 身 体 的 特 徴
や や 成 長 が 遅 れ て い て （ 入 院 当 時 は ， 身 長 1
2 7 c m 体 重 25kg) ,  顔 色 も す ぐ れ ず ， ひ 弱 な 感
じ が す る 。 右 内 斜 視 で あ る が ， 身 体 に 外 形 上 ，
大 き な 異 常 は な く ， 運 動 障 害 も な い 。 脳 波 は 睡
眠 脳 波 に よ れ ば ， ほ ぼ 正 常 と 思 わ れ る 。
③ 行 動 の 特 徴
•  い つ も 口 の 中 で 何 か つ ぶ や い て い る （ こ ち ら
に は 意 味 が わ か ら な い ） 。 突 発 的 に ， 「 ダ メ 」
「 イ ヤ 」 「 タ カ ッ 」 （ 彼 の 名 前 の 一 部 ） 等 の 言
葉 を く り 返 す 。 話 し か け て も 応 答 が な い 。
・ 落 ち つ き が な く 歩 き 回 り ， 手 当 り し だ い 物 を
投 げ る 。 部 屋 の 中 の 物 を ， ベ ッ ト の 下 な ど に 屈
す 。 紙 を 細 か く ち ぎ り ， 放 っ て お く と ， あ き ず
に ち ぎ っ て い る 時 も あ る 。 玩 具 を 与 え て も 興 味
を 示 さ な い 事 が 多 い 。
•  自 分 の 額 を ， 親 指 の つ め の 先 で つ つ い た り ，
肩 を た た い た り す る 常 同 性 の 行 動 が み ら れ る 。
・ 時 折 ， 人 の 背 中 に も た れ か か り に く る が ， ぃ
ざ 背 負 っ て や る と 身 体 を だ ら り と さ せ て い る 。
背 負 わ れ る の を 嫌 が っ て ， 身 体 を 離 し て し ま う
こ と も あ る 。
・ 抑 制 を 鎌 が り ， 手 な ど に く く り つ け ら れ た ひ
も は ， か み ち ぎ っ た り し て 根 気 よ く ほ ど い て し
ま う 。 服 を 着 る の も 嫌 が り ， 着 て い る も の を 全
部 脱 い で し ま う 。
・ 排 泄 の 習 慣 は 全 く で き て い な い 。 小 便 は 定 期
的 に 誘 導 し て み る と ， で き る こ と も あ る が ， 一
定 し な い 。 失 禁 す る こ と も あ る 。 大 便 は 誘 導 し
て も で き な い 。 自 分 の 便 を 手 で こ ね 廻 し て 壁 に
つ け た り ， 口 の 中 に 入 れ る こ と が あ る 。
・ 食 事 は ， 一 人 で 放 っ て お く と ， 盆 を ひ っ く り
返 し て 落 ち た も の を 手 で 拾 っ て 食 ぺ る 。 食 事 介
助 を し て も ， た え ず ひ っ く り 返 そ う と す る 。 嗜
好 も 一 定 し な い 。 た だ し ， 菓 子 類 （ 特 に チ ョ コ
レ ー ト ） は ， 好 ん で 食 べ る 。 し か し ， こ れ も 手
に す る と ， 半 分 は 放 り ， そ れ を 拾 っ て 食 べ る 。
紙 く ず 頬 も 食 べ て し ま う 。 食 事 中 に は ， ー ロ 食
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べては床・壁などを指先で触って，また一口食
ぺる動作をする。
・身体的刺激（たた<,つねる）に対しては，
普通人のように反応しない。軽い剌激には，全
く知らぬ顔である。強くつねると，うめきなが
らもがいて刺激から逃れようとする。しかし，
つねった人に対しては関心を示さず視線があう
ことはない。
1943年，アメリカのジョンズ・ホプキンス大
学の児童精神科教授 L.Kannerは， 2オ以前
の幼い時から始まり，、t翡緒的な接触の自閉的な
障害を中心とする一定の症状をもった子供達に
ついて報告し， これらの子供達が示す症候群
を，幼児早期自閉症 Earlyinfantile autism 
と名づけた。 Kannerが記載している幼児早期
自閉症の基本的な特色を列記してみると次の如
くである。＊＊
① 病歴に，器質的障害の既往はなく，臨床的
検査においても，今のところ器質的異常の微侯
は認められない。
② 発病が早く，少なくとも 2オ以前にはその
異常に気づかれる。
⑧ その精神症状は，次のような自閉症状が特
徴的である。
(a) 周囲の事物に対して一見無関心であり，
ことに人間に関心を示さず，周囲の環境から極
端に孤立し，自閉的になっている。
(b) 特有な言語症状（言葉の communica-
tiveな機能が失なわれている）を，もつ。
(c) 強迫的な同一性保持の傾向がある。すな
わち，周囲の事物の変化をきらい，物の配置．
性状を強迫的に同一状態に保とうとする傾向が
ある。
(d) 事物に対する興味の範囲がせまく，特殊
なものへの興味を示す。
(e) 知能検査は不可能なことが多いので，粕
薄児と誤診されやすいが，良好な知能が潜在し
ていることが想定される (CMや駅名など機械
的な暗誦力に優れている。利発な顔貌を呈する
等）。
④ 経過中，幻鎚・妄想などの体験は認められ
ない。
以上，これらのことから， T君の疾患は，一
応，幼児早期自閉症と考えられる。
勿論，小児目閉症の原因や診断基準について
は， Kanner以来さまざまな論争がなされ，未
だ解決されていないのが現状である。また，我
々の関心の中心も，このような脱因や診断基準
の追求にあるのではなく，むしろ，治療教育に
ある。すなわち，我々の主たる目的は， T君の
ある行動に対して，我々のどのような働きかけ
が，その行動を変えるであろうかをさぐりなが
ら，そのままでは隠されているであろう彼の行
動の種々の可能性を開発することである（この
ことはまた，正常人の行動の成り立ちの解朋に
も有効な手がかりを与えてくれるであろう）。
現在，自閉症児への対処法は，主に2つの方
法に大別できる。そのひとつは，自閉症児との
親密な関係 (rapport) を成立させることに重
点をおいた精神療法（遊戯療法）であり，いま
ひとつは， Operant条件づけ法を基盤とした
訓練教育である。＊＊＊
我々は，前にも述べたような研究方法によっ
て，初めの10回の接触の経験を基にして， T社
への働きかけの主な目標として， 「摂食行動」
「排泄行動」 「着脱衣行動」 「遊び」 「属性弁
別学習」を選び，それぞれに対して，さまざま
な働きかけを行なってきたのである。
＊前出の安東其弓氏の研究報告，及び，主治医の中
島健二氏（京都府立医大）の診断を参考にした
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＊＊台弘他編 1966「精神分裂病」医学お院 黒丸正
四郎，岡田幸夫第5窪児童の精神分裂病 を
参考にした
＊＊＊これは， Lovaas,I. による言語教育にみられるよ
うに，子供が外にあらわす行動に変化を強制的に
おこすことによって，内部の心理的変化もおこす
ことができるという確信のもとに行なわれている
(Life, 前出， Lovaas,I. 1966. Acquisition of 
Imitative Speech by Schizophrenic Children. 
Science vol. 151 p. 705~p. 707) 
日m
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写真1摂食行動
T君への働きかけ
I. 摂食行動
ベ
T君の摂食行動に対する我々の働きかけが，
どのようにその行動を変えたかについてみてみ
よう。
我々が訓練指導に入る前のT君の摂食行動
は，前述のようであり，我々が最初に彼を病院
に訪れた時には， 彼は手を強く抑制されてお
り，スプーンで食物を口まで運んでもらう状態
であった。
このような彼の摂食行動から，その訓練指郡
（主として昼食，ときどき夕食）を始めるにあ
たり，さしあたって次のような目標を立てた。
まず第一の目椋は，摂食行動それ自体の改
蓋すなわち食事の仕方において， 「自分でス
プーンを持ち，食物をすくって食べられるよう
にすること」。また第二の目標は，摂食行動を
習慣的行動の一つとして確立するために， 「食
事の前後に自分で手を洗うようにすること」。
第一の目標に関しては，彼の摂食の状態はす
ぐに自分でスプーンを握ること，スプーンで食
物をすくうことは出来なかった。また訓練者が
彼の口にスプーンで食物を入れてやるとき，い
つでもおとなしく食事しているわけでないのは
前述の如くであった。しかし，遊びや学習のと
ころで述べるように，物と報醸（菓子）との交
換のときには，染子を彼の掌にのせてやると，
菓子ののっている手を直接口にもっていくか，
あるいは，もう一方の手で菓子をつかんで自分
で口に入れることがみられたので，食事でもそ
うしてみることにした。すなわち，食物を食べ
やすく少量固めて，彼の右の掌にのせ，これを
左手でつかんで食べさせるようにした。また別
のときには，彼自身食物をのせた右手をそのま
ま口にもっていくこともあった。こうすると自
分一人で食べることが出来，後者の場合だと，
ほとんどこぽすことなく食べることが出来た。
このように食物を，訓練者が直接彼の口に運
んでやらなくても，自分の手を用いて食事する
ことが出来たので，次には直接自分の手を用い
る代りに，摂食のための道具としてのスプーン
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を 用 い る 方 法 を 試 み た 。
は じ め は ， あ ら か じ め 食 物 を 入 れ た ス プ ー ン
を ， 彼 の 手 に 持 た せ る 方 法 （ わ れ わ れ と 同 じ 掘
り 方 ） で 食 事 を さ せ て み た 。 二 度 目 の 訓 練 で 彼
は ， 食 物 が 入 っ て い る ス プ ー ン を 自 分 で 口 ま で
運 ん で い く こ と が 出 来 た 。 し か し ス プ ー ン の 握
り 方 が し っ か り し て い な い た め に ， こ の 方 法 を
食 事 中 四 ， 五 回 続 け る だ け で ， も う 出 来 な く な
っ て し ま う 。 四 度 目 に な る と ， こ の 方 法 で ほ と
ん ど 続 け る こ と が 出 来 る よ う に な っ て き た が ，
し か し こ ぽ す 量 も 多 く ， と き に は ， 食 事 中 突 然 ，
食 器 の 中 や ， あ る い は 外 に こ ぽ れ た 食 物 を ， 手
で つ か ん で 口 に も っ て い く の が み ら れ た 。 九 度
目 で ほ ぼ こ の 方 法 で 食 事 出 来 る よ う に な っ た 。
さ ら に 食 事 の 仕 方 に お い て ， 第 二 の 段 階 で ，
次 の 目 標 を 立 て た 。 「 は じ め は ， 訓 練 者 が 手 を
添 え て や り な が ら ， 彼 が 自 分 で ス プ ー ン を 使 っ
て ， 摂 食 出 来 る よ う に し ， 次 第 に 手 を 添 え な く
て も ， 一 人 で 摂 食 出 来 る よ う に す る こ と 」 。
今 ま で 通 り ス プ ー ン を 用 い る に は 変 り が な い
が ， 今 ま で の よ う に ， 食 物 を 入 れ た ス プ ー ン を
持 た せ る の で は な く ， あ ら か じ め 彼 に ス プ ー ン
を 握 ら せ て ， そ れ に 食 物 を 入 れ る 方 法 ， さ ら
に ， ス プ ー ン を 握 ら せ ， 彼 が 食 物 を す く う と き
に ， 訓 練 者 が 手 を 添 え て 一 緒 に す く っ て や る 方
法 を と っ た 。
こ の 方 法 で ， と き ど き 訓 練 者 が ， 彼 に 手 を 添
え る こ と を 止 め る と ， 彼 は 食 物 を す く え な い
し ， ま た 訓 練 者 が 手 を 添 え て ， 一 緒 に す く っ て
や っ た 後 ， 添 え て い る 手 を は な す と ， ス プ ー ン
の 持 ち 方 や ， 肱 ， 腕 の 曲 げ 伸 し が ， し っ か り し
て い な い の で ， 多 量 の 食 物 を こ ぼ し て し ま う 。
そ し て ， こ ぼ れ た 食 物 を 手 で 直 接 つ か ん で ， 口
に 運 ぶ こ と も あ る 。 し か し ， 今 度 の 場 合 は ， 以
前 と 違 っ て ， 自 ら 手 で 握 っ て い る ス プ ー ン を ，
食 物 の と こ ろ ま で 出 し て き た り ， 嫌 い な 食 物
は ， ス プ ー ン に の せ て も 裏 返 し に し ， 食 べ た い
食 物 の 方 に ス プ ー ン を 巡 ん で い く こ と な ど が み
ら れ た 。
こ の 方 法 を は じ め て か ら 四 度 目 の と き に は ，
ス プ ー ン の 持 ち 方 が 悪 か っ た た め に ， う ま く す
く え な か っ た け れ ど ， 彼 が 自 ら 食 物 を す く お う
と す る の が み ら れ た 。 ま た ， お や つ に は ， 自 分
． 
で ヘ ラ を 用 い て ， ヨ ー グ ル ト を す く っ て 食 べ る
こ と が 出 来 た 。
そ し て 八 度 目 で は ， 流 動 的 な 食 物 は ， 自 分 で
す く っ て 食 べ る こ と が 出 来 た 。 し か し ま だ ス プ
ー ン の 掘 り 方 は ， し っ か り し て お ら ず ， ス プ ー
ン が よ く 裏 返 し に な っ た り す る が ， 皿 を 固 定 し
て や り ， 食 物 を 小 さ く 崩 し て や る と ， 自 分 で ス
プ ー ン に す く っ て 食 べ る こ と が ， 徐 々 に 出 来 る
よ う に な っ た 。 彼 が ， 食 物 を す く う と き に ， 訓
練 者 が 皿 の 縁 に 手 を そ え て ， そ の 縁 に 壁 を つ く
っ て や る と ， ス プ ー ン で す く う こ と が ， 一 層 上
手 に 出 来 ， 以 前 ほ ど 多 量 に 食 物 を 食 器 の 外 に ，
こ ぽ す こ と な く す く っ て 食 べ る こ と が 出 来 た 。
し か し ， 自 分 で 食 器 を 固 定 さ せ る た め ， 左 手 を
食 器 の 縁 に 添 え さ せ て お く よ う に す る が ， し ば
ら く す る と 離 し て し ま う 。 両 肱 を 机 の 上 に つ く
こ と が あ り ， う ま く す く え な い の で ， 肱 を 上 げ
さ せ る た め に ， 食 器 を 持 ち 上 げ た り ， 高 い テ ー
プ ル を 使 用 し て み た 。 こ の 頃 か ら 手 首 の 動 き が
よ く な っ て き た （ 以 前 は ， 腕 全 体 を 動 か し ， ほ
と ん ど 手 首 は 動 か さ な か っ た ） が ， ま だ ， ス プ
ー ン の 握 り 方 ， 扱 い 方 が ぎ こ ち な く ， 皿 を 固 定
し た り ， 食 物 を 小 さ く ほ ぐ し て や る 必 要 が あ っ
た。
九 度 目 で ， や わ ら か い 御 飯 同 様 ， ほ ぐ し て い
な い 御 飯 で も 一 人 で す く え た 。 し か し そ の 後 い
つ で も ， こ の よ う に い く わ け で な か っ た が ， ス
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プーンの握り方は以前よりしっかりしてきた。
また，皿の縁を握らせておくが，これは途中で
離してしまう。
十三度目に，スプーンの操作はかなりうまく
なり，嫌いな食物は，混ぜられた御飯の中から
スプーンで取り出すまでに至った。また浅い食
器だと多皇に食物をこぽしたり，スプーンを裏
むけて握らせても，そのままで食物をすくいに
いったりしたが，最近では，スプーンを裏返し
で持たせても，正しく持ちかえたり，御飯とお
かずを別々に，スプーンですくって食べるよう
なこともみられるようになってきている。
食事中の態度については，はじめは，食物が
まだ残っているのに，食器をひっくり返して，
床に落ちた食物を食ぺるようなことがみられた
のが，それが次第に少なくなってきた。しかし
スプーンを食事の途中で捨てたり，小便をもら
したりすることがある。またときどき，額を親
指でつついたり，席をはなれては， ドアや壁等
を手で触りに行ったりする。これらの行動は日
によっても異なるが，大体において食事中の落
着きは，よい傾向にむかっている。なお，これ
までの訓練期間の中頃で，食物の入ったスプー
ンを訓練者の口にもっていったり，ときには訓
練者が口をあけると，食べさせたりするような
こともみられた。
われわれの第二の目標である食事の前後に手
を洗う習慣をつけさせるために，食事が部屋に
運ばれてくると，彼を洗面所に辿れて行き，そ
して彼の両手を水道の蛇口のところにもってい
き洗ってやった。はじめは，食事の方に気をt・
られて，洗いに行くのを渋り，ときには強い抵
抗を受けたが，次第に訓練者の誘祁に従い，両
手をもってこするように洗ってやると，訓練者
の手の動きに合せて洗うようになった。そして
最近は，自ら水道の栓の上に手をかけることも
みられた。
以上訓練をはじめてから今までの資料を整理
してみたが，摂食行動は，初期の状況からかな
りの改善がみられた。しかし，食事中かなりの
食物をこぽすし，また，われわれ普通一般の摂
食行動，すなわち，自分の好きな食物の入った
食器をとりよせ，保持し，食べ，また元にもど
し，他の食物を入れた食器をとりよせ，食ぺる
までには達しているとは言えない。しかし，お
茶などは，コップを自分の両手で持って，一人で
飲むことが出来たし，またコップに，御飯とお
かずを一緒に入れてやると，コップを左手で持
って食べることが出来たことがあるので，食器
をかえることによって，食器を片手で持って，
食事出来ることが考えられるのである。
これからの目標は，彼自身が左手で食物の入
った食器を取りよせ，保持し，流動的食物だけ
でなく，普通の食物も同様に，スプーンでこぼ
すことなくすくって食べていけるよう，全く人
の手助けなしで，一人で食事が出来るように
し，また，手洗いにおいても，自分で水道の栓
をひねり，食事の前後には，自発的に手洗いが
出来るようにすることである。なお体重は， 19
70年2月現在で入院当初から 4kg増し 29kg,
身長は127cmから 136.5cmとなった。
n. 排泄行動
排泄の習慣づけは．日常生活を自立していく
うえの基本的な要素の一つである。
彼は排泄を他に知らせることも，また自ら便
所に行ってすることもなく，じっと立って，下
腹のあたりに力を入れ．床の上などに少贔づつ
放尿した。これが頻繁におこなわれ，便器に向
かわせようとしても，身体を硬くし嫌がる素振
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りを見せる。
衣服はすぐに脱ぎ捨ててしまうので着ていな
いことが多い。
排泄の習慣づけの目標は，便器に向かってす
ることが出来，更に排泄の合図を自分で出来る
ようにすることである。
たまたま遊んでいる最中に，赤いオモチャの
バケツの中に放尿したことから，次から小便を
する様子があらわれた時には，すぐにそれを前
に僅いてやりその中に放尿させるようにする
と，嫌がることもなくその中に放尿する。その
バケツが目につくと，自分からそこへ行ってす
ることもある。そのうち，そのバケツをあらか
じめ便器の前に置いておき，小便する気配があ
った時，そこへ辿れていくようにしても素直に
ついてくる。そしてついには，そのバケツをは
ずし，述れていけば，直接に便堺に向かってで
も出来るようになった。
しかしいつもこのようにうまくいくわけでは
ない。便器に向かわせようとしても，足を踏ん
ばり，尻ごみをして抵抗することもよくある。
時には，便器に向かわせると非常に嫌がるので
そのまま放っておくと，排泄のことは忘れたか
のように再び遊びだす。そしてこちらの気づか
ないうちに，床の上，その他ところかまわず放
尿するので，あわててすぐに便所に辿れていく
こともある。この時には，おとなしく便器に向
かうことが多い。
衣服を着たままで放尿することもまれにあ
り，放尿後はすぐに衣服を脱ぎ捨ててしまう。
これまでの観察から，衣服を身につけている
時に放尿することは滅多にないこと，一度濡ら
した下着を再びはくのを嫌がることが解ったの
で，なるべく長い間，衣服を着せていること，
また定期的に便所に述れていくことを心掛け
た。
もう一つの目椋である排泄の合図として，便
所に連れていった時に， 「オシッコ」と言いな
がら腹の上を掌で軽く叩いてやることにした。
掌でお腹を叩いた時に放尿することもあるが，
一定しておらず，まだこれが排泄の合図として
受け取られているかどうか解らない。
排尿の習慣づけは，依然として不安定であ
り，自分から何らかの合図をすることは一度も
なく，それを習得したという段階にまでは達し
ていない。しかし最近では，以前に比べると排
尿回数が減少し，一回の量も多くなっている。
これは他に関心を向ける事柄が増大したこと，
とれに伐I辿して，衣服を身につけている時間が
長くなったことと関係しているように思われる
（これについては後に述べる）。
このように，一つの習慣づけをするにも，他
の行動との相互関係において，はじめてうまく
いくことが考えられる。
大便については，我々の訓練が昼食から始め
られた為でもあろうが，訓練を通して数回あっ
ただけである。大便の場合にも，直立のままで，
便器ですることは一度もない。自分の大便を手
で掴んだり，それをあたりかまわずこすりつけ
たり，時には食べたりする行為が見られる。大
便の排泄の習慣づけは，このように訓練の機会
も少ないので，まったく出来ていない。
璽．着脱衣行動
T君においては，着脱衣の習慣も他の日常的
習慣と同様形成されていない。
脱衣行動自体は，自発的にきわめて索早くや
ってのける。一度服を脱ぎかけると，それにい
つまでも固執し，訓練者がそれを制止しようと
すると，強い力で抵抗し，徹底的に服を脱いで
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しまわないと気が済まない。そして脱いだ服
は，彼の手の屈かないところ，例えばロッカー
の上，ベッドの下，ときには窓の外にも放り去
ることもある。 この時すぐに着せようとする
と，一脳気嫌を悪くしてしまうので，しばらく
間を置き，落ち付いたときに着せると，素直に
従うことが多い。
訓練の初期には，以上のような状態が頻繁に
おこり，一日中何も着ないで過ごすことが多か
った。
脱ぐ時は，常に下半身から先に脱ぎ，上半身
は後から脱ぐ。時には，パンツやズボンは脱ぐ
が，上着は全然脱ぐ気配さえも見せないことも
ある。
先に排泄のところでふれたように，衣服を身
につけていない時に放尿することが多いので，
放尿回数を減らし，排泄の訓練も可能にするた
めに，訓練者はできるだけ長く衣服を身につけ
させるように努めた。
脱衣するのは，ゴルフ場の砂場に行った時，
外出後部屋に入った時に見られ，その他機妹が
悪くなった時に多い。
このように脱衣がおこるのは，我々に何かし
てほしいことが我々にも明白である場合もある
が，そうでない場合でも，彼の脱衣行動は，彼
のなんらかの欲求の表現と関連しているように
見える。
ーカなにか他に関心が向いている時， 例え
ば，食事中や学習の時などには脱ぐことは，ほ
とんどない。
そこで出来るだけ種々のことに関心を向けさ
せるような事態を作ってやる。すなわち，彼が
興味を示す遊び（後に述べる）をしたり，機嫌
をそこなわせないように注意しながら，可能な
学習（これも後に述べる）をさせる。この結
果，日によって回数が異なるとはいえ，脱衣回
数は減少してきている。
着衣行動は，自発的に衣服を持ってきたり，
それを自ら着るという行動は見られない。必ら
ず介助を必要とする。
はじめは，ほとんど全面的な助けを必要とし
た。人形のようにただ立っているのではなく，
訓練者の差し出す衣服に自ら手足を動かしなが
らさし入れることはする。しかし自らズボンを
上げたり，上着に手をかけて着ることは出来な
い。彼は壁や机ではなく，訓練者の肩や顕に手
をかけて，自分の身休の支えとする。
着衣訓練の目標は，着るべき時に，自ら衣服
を着ることが出来ることである。
彼は必要もないのに脱衣した時，チョコレー
トを報酬として着衣を促すと従うことがある。
このような時に一人で粧衣することを訓練す
る。はじめは，訓練者が足にパンツかズボンを
入れるところまでし，後は少し手を添えて自分
でズボンを上げるようにする。今では，ズボン
を脱ぎかけたり，半ば脱いだままで歩いたりし
ているとき， 「T君，ズボンは」と声をかけた
り，訓練者が手でズボンに触れて注意を促す
と，機嫌が悪くなければ，無器用ではあるが，
自分でズボンを上げる。またトイレに行ってズ
ボンをおろしても，後で自分で上げる等の変化
がみられる。
このような変化がみられる原因は，はじめ脱
衣をそのまま放っておいたり，着衣を全部介助
していたのを脱衣を制止したり，報酬によって
着衣を促したり，また介助を徐々に減らしてい
ったことがあげられる。
靴も衣服と同様，脱ぐのは非常に早いが，自
分ではくことは出来ない。室内ではいつも裸足
である。外出の際に，迎動靴を足もとに置いて
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や っ て も ， 自 ら は こ う と は せ ず ， は か せ て も ら
う の を 待 っ て い る 。
最 初 ， は か せ て 外 へ 出 て も す ぐ に 脱 い で し ま
っ た が ， 外 に 出 る こ と も 増 し ， は く 機 会 が 多 く
な る と ， 脱 ぐ の は 減 少 し た 。 し か し 機 嫌 が 悪 く
な る と 靴 を 脱 ぎ す て ， い く ら は か せ て も す ぐ 脱
い で し ま う の は ， 脱 衣 の 場 合 と 同 様 で あ る 。 靴
に 砂 が 入 っ て 脱 い だ よ う な 時 に は ， そ れ を 取 っ
て や る と 素 直 に は く 。
靴 を 自 分 で は く こ と が 出 来 る よ う ， 出 来 る だ
け 介 助 を 少 く し て い く よ う に 試 み て い る 。 靴 を
広 げ て や れ ば 自 分 で 足 を 入 れ に く る よ う に な っ
た が ， ま だ 踵 ま で 自 分 で 入 れ て 完 全 に は く こ と
は 出 来 な い 。
以 上 の よ う に 着 脱 衣 行 動 自 体 に は ， そ れ ぞ れ
変 化 が 見 ら れ る が ， ま だ 習 慣 と な る ま で に は 至
っ て い な い 。 そ し て そ の 日 の 機 嫌 ， 周 囲 の 状 況
に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ て い る の が 現 状 で あ
る。
写 真 2 遊
び
IV. 遊 び
正 常 な 子 供 に お い て 遊 ぴ は ， 日 常 生 活 の 中 で
大 き な 役 割 り を 占 め て い る 。 彼 ら は 遊 び を 通 じ
. 
て ， さ ま ざ ま な こ と に つ い て 自 ら 学 習 す る の で
あ る 。 し か し 前 に も 述 べ た よ う に ， ま た こ れ か
ら も 述 べ る よ う に ， T 君 は 正 常 な 子 供 な ら 関 心
を 示 す と 思 わ れ る よ う な も の （ た と え ば 玩 具 ）
に も ま た 他 人 に 対 し て も （ 栂 親 に 対 し て す ら ）
無 関 心 で あ る 。 彼 に は 正 常 な 子 供 の 遊 び は み ら
れ な い と い っ て よ い 。
し か し ， さ し あ た っ て 第 一 の 目 椋 は ， 我 々 の
彼 へ の 種 々 の 積 極 的 な 働 き か け に よ り ， 彼 の 興
味 を 示 す こ と が ら を 通 じ て ， 彼 と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 糸 口 を つ か む こ と ， つ い で 遊 び の レ
． 
パ ー ト リ ー を 広 げ ， 遊 び を 通 じ て 自 ら 学 習 す る
機 会 を 豊 富 に す る こ と 。 さ ら に は 組 織 的 学 習 を
可 能 に す る こ と で あ る 。
1 ) 乗 り 物
ま ず 彼 の 最 も 関 心 を 示 す も の は 乗 り 物 で あ
る 。 乗 り 物 と い っ て も ， 自 分 が 乗 っ て 動 け ば 何
で も よ い の で あ る 。 た と え ば ， 車 付 き 回 転 イ
ス ， 車 付 き テ ー プ ル ， 子 供 用 自 動 車 ， 子 供 用 自
転 車 及 び 一 般 の 自 動 車 で あ る 。
i ) 我 々 が 持 ち 込 ん だ 子 供 用 自 動 車 （ 足 で こ ぐ ）
は 好 ん で 乗 る 。 し か し ， そ の 自 動 車 が 乗 れ る 状
態 に な い と き （ た と え ば ， 横 転 し て い る と き ）
． 
は ， 目 ら そ れ を 直 そ う と す る こ と も あ る が ， い
つ も 思 い ど お り に な ら ず ， 泣 き 声 を 出 し た り ，
我 々 の 手 を 引 っ ぱ っ て い っ て 直 さ せ る 。 乗 る と
． 
い っ て も 自 ら こ ぐ の で は な い o 常 に 訓 練 者 に ひ
も で 引 っ ぱ っ て も ら っ た り ， 押 し て も ら っ た り
す る 。 彼 に と っ て は ， ど ち ら が 車 の 前 部 で あ る
か と い う こ と は 問 題 外 で あ る 。 、 自 分 が 乗 っ て 動
い て さ え い れ ば ， う れ し そ う に 顔 を ほ こ ろ ば せ
る 。 彼 の 車 に 乗 っ て い る 姿 勢 は ， 手 足 を だ ら り
と さ せ て い る 。 我 々 が 彼 の 手 を ハ ン ド ル に 持 っ
て い き ， そ れ を つ か ま せ て も ま た す ぐ に 離 し て
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し ま う 。 ま た 足 を ペ ダ ル に の せ て も す ぐ 離 し ，
地 面 に つ け て し ま う の で ， 結 局 怪 我 を し な い よ
う に 車 体 に 乗 せ て や ら ね ば な ら な い 。 自 動 車 の
バ ラ ン ス が く ず れ て 横 転 し か か っ て も ， 別 に 体
で バ ラ ン ス を 取 ろ う と は し な い 。
i ) 子 供 用 自 動 車 は 彼 の か ら だ に は 少 し 小 さ い
の で ， 子 供 用 自 転 車 に 乗 せ て み た 。 サ ド ル に ま
た が っ て も 自 ら ペ ク ル を 動 か す こ と は し な い 。
し か し ， 訓 練 者 が こ い で ， 彼 が 後 に 乗 る と き
は ， 彼 は 子 供 用 自 動 車 の 場 合 と 異 な り 訓 練 者 の
胴 に 両 手 を 回 し ， そ っ と で は あ る が ， つ か ま っ
て か ら だ を 支 え て い る （ お ん ぶ を す る と き は ，
正 常 な 子 供 の よ う に 両 手 で か ら だ に し が み つ く
こ と は な く ， す ぐ に 両 手 を 離 し て し ま う ） 。 こ
の 自 転 車 乗 り は た い へ ん 彼 の 気 に い っ た ら し
く ， 夕 食 時 に 病 院 に 帰 る た め に ， こ の 遊 び を や
め よ う と し て も ， 自 転 車 の 置 い て あ る と こ ろ か
ら 離 れ ず ， 手 を 引 っ ぱ っ て も 抵 抗 し ， 泣 き 声 を
出 す 。 そ れ で も 強 引 に 病 院 に 辿 れ 戻 す と ， 足 を
ば た つ か せ 涙 を 出 し て 泣 き 叫 び ， な か な か 落 ち
着 か な か っ た 。 い ま ま で 泣 き 声 を 出 す こ と は あ
っ て も ， こ の よ う に 激 し く 涙 を 流 す の を 見 た の
は こ の と き が は じ め て で あ り ， ま た そ の 原 因 が
は っ き り し て い て ， こ の よ う な 激 し い 感 情 的 変
化 が み ら れ た の も こ の と き が は じ め て で あ る 。
i i) 回 転 イ ス で は ， そ の 上 に 障 害 物 （ た と え
ば ， ボ ー ル ， 人 間 等 ） が あ る 場 合 ， 稼 極 的 に そ
れ ら を 取 り 除 こ う と す る が ， 自 分 で 回 転 さ せ て
遊 ぽ う と し な い 。 イ ス に 乗 せ 回 転 さ せ る と ， じ
っ と 座 っ て い て ， バ ラ ン ス が く ず れ た と き ， 初
め て 降 り る 。 し か し ， 誘 い を か け る と ま た 座
る 。 わ れ わ れ が 早 く 回 転 さ せ る と ， 自 分 か ら 降
り て 急 に 服 を 脱 ぎ 出 す こ と が あ る 。 し か し ま
た ， こ り ず に 乗 り に 来 る 。
iv) 病 院 に あ る マ イ ク ロ バ ス に 乗 せ る と 止 ま っ
て い る と き で も ， た い へ ん 機 嫌 が よ く ， な か な
か 降 り た が ら な い 。 動 い て い る と き は じ っ と 車
外 の 景 色 を 見 て い る 。
2 ) 紙 破 り
病 室 で よ く ‘ ‘ 紙 破 り ． を す る 。 破 り 始 め る
と ， 放 っ て お け ば 一 日 中 黙 々 と 続 け る よ う に み
え る 。 我 々 が ， 彼 が 紙 を 破 っ て い る 手 も と と 顔
の 間 に ， 本 を 個 き 見 え な く す る と ， じ ゃ ま さ れ
な い よ う に 身 休 の 方 向 を 変 え て ま で 破 り 続 け
る 。 破 っ た 紙 は ． そ の ま ま 床 に ば ら ま い た ま ま
の と き も あ る が ， ボ リ バ ケ ツ を 移 動 さ せ て 一 片
ず つ 拾 い 入 れ る と き も あ り ， ま た 便 器 の 中 に ほ
う り 込 ん だ り ， 口 の 中 に 入 れ た り す る こ と も あ
る。
3 ) 水 遊 び
彼 は た い へ ん 水 遊 び を 好 む 。 寒 く な る と あ ま
り し な い が ， 暖 か い う ち は ， よ く 水 遊 び を し
た 。 病 室 に バ ス ル ー ム が あ り ， わ れ わ れ と 彼 と
の “ 遊 び 場 ” で あ る こ の 部 届 に 入 る と 真 っ 先 に
バ ス ル ー ム に 行 く こ と が よ く あ る 。
湯 の 入 っ た バ ス に 入 れ る と ， そ の 中 で お と な
し く 座 っ て い る こ と が あ る 。 我 々 が 湯 を か け て
や る と 気 持 ち よ さ そ う に じ っ と し て い る 。 湯 を
か け て や ら な い と ， 我 々 の 手 を 引 っ ぱ り 催 促 す
る 。 一 人 で バ ス の 中 で ボ ー ル や 洗 面 器 ， タ オ ル
等 で 遊 ん だ り す る 。 そ れ ら を バ ス の 外 に ほ う り
投 げ ， バ ス か ら 出 て 拾 い 再 び バ ス に 戻 っ て ， バ
ス の 外 へ 投 げ た り す る こ と を 繰 り 返 す 。 放 っ て
お く と ， い つ ま で で も そ れ ら の 遊 び を 続 け る の
で ， 体 が 冷 え な い 程 度 で や め さ せ る 。
4 ) お 馬 さ ん 遊 び
十 二 月 の 末 ご ろ 訓 練 者 が 馬 に な り ， そ の 背 中
に 彼 を 乗 せ て や る 遊 び を 始 め た 。 喜 ん で い る
が ， 背 に か ら だ を 立 て て い る こ と は で き ず ，
す ぐ か ら だ を ふ せ て 訓 練 者 に し が み つ く 。 こ の
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と き 同 時 に “ オ ン マ の オ ヤ コ は ， ， と い う 常 罰 を
歌 っ て や っ た 。 す る と こ の 遊 び を 終 え て か ら し
ば ら く し て ， “ ボ ッ ク リ ， ｀ ポ ッ ク リ 歩 ＜ ” と 歌
っ た 。 最 近 は そ の 他 独 語 が 多 く み ら れ る （ た と
え ば ， パ ラ リ ン リ ン ， ト レ リ ン タ ン ， 才 モ シ ロ
ー イ ， シ ア ワ セ ， ア サ ダ ア メ ， ア ソ ビ マ シ ョ ー
ョ ， カ ッ コ イ ー イ 等 ） 。
5 ) 音
彼 は 音 に は ほ と ん ど 無 関 心 で あ る 。 楽 器 （ 笛
タ ン バ リ ン ， ハ ー モ ニ カ ， 鈴 等 ） ， ラ ジ オ ， 彼
へ の 我 々 の 語 り か け ， 掌 を 打 っ て 大 き な 音 を 出
す こ と に は 全 く 注 意 を 向 け な い 。 し か し 彼 の 名
を 呼 ん だ と き に は ， と き ど き 振 り 返 る の が み ら
れ る 。 ま た 床 を 椅 子 で 激 し く た た い て 音 を た て
た と き ， 驚 い て ベ ッ ト に か け 寄 っ た こ と が あ る 。
6 ) 散 歩
院 内 で の 拘 束 さ れ た 生 活 か ら 解 放 さ せ る た
め ， よ く 散 歩 に 連 れ て い く 。 散 歩 に は 病 院 （ 山
の 中 腹 に あ る ） の す ぐ 下 に あ る 公 園 か ， 誕 の 山
道 や ， そ の 途 中 に あ る ゴ ル フ 場 へ 述 れ て い っ
た。
最 初 の こ ろ は 外 に 出 る と ， 我 々 に か ま わ ず 一
人 で ど ん ど ん 歩 い て い っ た が ， ー カ 月 く ら い 経
る と 我 々 が 手 を 出 し た ら ， つ な ぎ に く る こ と も
あ り ， 彼 か ら 握 り に く る こ と も 見 受 け ら れ る よ
う に な っ た 。
歩 く 様 子 は た ど た ど し い 。 障 害 物 （ た と え
ば ， 鉄 条 網 ， 深 い 溝 等 ） が あ る 場 合 に は ， 伯 煎
に 歩 い て い る 。 階 段 も 一 段 ご と に 両 足 を そ ろ え
な が ら 慎 重 に 登 り 降 り す る 。 坂 逍 で 彼 は ， 登 る
と き に は ほ と ん ど 斜 面 に 垂 直 な ほ ど か ら だ を そ
り 返 す の で 後 に ひ っ く り 返 り そ う に な る 。 下 り
の と き は ， 坂 の 前 で 少 し と ま ど う 様 子 を 見 せ る
が 急 い で 走 り 降 り て い く 。 そ し て し ば し ば そ の
早 さ に 足 が つ い て 行 か ず ， 倒 れ て し ま う こ と が
あ る 。 坂 が 急 角 度 の 場 合 ， 尻 を 地 に つ け て ， 両
手 で し っ か り か ら だ を 支 え 慎 重 に 降 り て い く 。
こ の 場 合 ， 急 角 度 な 坂 と は い っ て も ， 彼 の 年 齢
で 正 常 な 子 供 な ら 十 分 立 っ た ま ま で も 降 り る こ
と が で き る と 思 わ れ る 。 し か し ， こ の よ う に し
て 散 歩 に 述 れ 出 し て い る う ち に ， 平 坦 な 道 で も
坂 道 で も 足 ど り が し っ か り し て く る の が み ら れ
た。
散 歩 の 途 中 ， よ く し ゃ が み 道 の 小 石 を ほ じ く
り 出 し て は ， ぼ い と 投 げ る か ， と き に は 口 の 中
に 入 れ る 。 そ し て そ の こ と を や め さ せ る ま で 繰
り 返 し 続 け て い る 。 こ の よ う に 道 の 小 石 に は 関
心 を 示 す が ， 歩 い て い る 途 中 に 飛 び 出 し て く る
バ ッ タ ， ネ コ あ る い は 草 花 な ど に は 全 く 興 味 を
示 さ な い 。
7 ) 交 換 遊 び
遊 び を 通 じ て T 君 と の 間 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を 成 立 さ せ る た め に 交 換 遊 び を し た 。 は じ め
は ， プ ラ ス チ ッ ク の シ ャ ベ ル を 持 っ て く れ ば チ
ョ コ レ ー ト を 与 え る と い う こ と か ら 始 め る 。
こ れ は 数 回 の 訓 練 を 重 ね る と で き る よ う に な っ
た が ， 機 鎌 が 悪 く な る と で き な く な っ て し ま
う 。 次 い で 小 型 の サ ッ カ ー ボ ー ル と の 交 換 を 試
み た が ， こ れ は う ま く い か な か っ た o ボ ー ル を
持 つ 手 に 力 が 入 ら な い の で す ぐ 落 し て し ま う （
指 先 に 力 を 入 れ る こ と が で き な い わ け で は な く
． 
抑 制 の た め く く ら れ て い る ヒ モ ， あ る い は 柱 な
． 
ど に き つ く し ば り つ け た ヒ モ な ど を 根 気 よ く ほ
ど く こ と が で き る 。 正 常 な 子 供 で も な か な か こ
れ は ， む ず か し い と 思 わ れ る 。 し か し ， ドア，
ロ ッ カ ー の ノ プ や 水 道 栓 を 自 ら 回 し て 開 け る こ
と は で き な い ） 。
ボ ー ル と シ ャ ベ ル を 置 い て ， シ ャ ベ ル を 持 っ
て き た ら チ ョ コ レ ー ト を 与 え る と い う よ う な 選
択 的 事 態 で も 交 換 は う ま く い か な か っ た 。
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ボールにもっと関心をもたせ，ボールを彼と
訓練者との間で投げ合うことによってコミュニ
ケーションをつけようと試みた。最初のころ
は，ボールがからだに当っても全く気にしない
様子である。しかし，ーカ月ほど経るとかなり
動作はぎこちないが，受け取ることができるよ
うになってきた。しかし，相手にボールを投げ
返すことはまだできない。ボールを手にすると
ベットの下に隠してしまう。ボールを使用して
いないときでも，それが目につくと，わざわざ
ベットの下に隠したりする （他の物． たとえ
ば，彼の脱いだ服，玩具等をよくベットの下へ
投げ入れたり， ロッカーの上にほうり上げた
り，窓の外へ投げ捨てたりすることもある）。
また散歩の間，彼の前でボールをころがすと，
走って追い，拾って草むらの中へ投げ捨てる。
8)物入れ遊び
彼は物をよく集めて，おもちゃのボリバケッ
に入れる。糸巻き， クレヨン，色鉛筆， 紙な
ど。しかし，それをひっくり返して，また入れ
るといったことをよく繰り返す。われわれがバ
ケツを離れた所においても，そこまで入れに行
くこともできる。
このような遊びを通して，彼とわれわれとの
間の関係に変化がみられた。ベットの上に横に
なっているときに顔をつついたり，からだをく
すぐってやると，最初のころは無関心だったが
ニカ月ほどたつと笑ったり，からだをよじった
りするようになった。またこちらの顔をさわり
に来たりするようにもなる。われわれがベット
に座っていると，機嫌のよいときには，そばに
来たり，背中にもたれかかったりもする。わざ
とベットから離れると，引っぱってベットの所
に連れ戻そうという行動もみられる。軽くたた
いてやると，たたき返したり，訓練者の髪の毛
を引っぱったりもする。
われわれはこのような遊びの中から，次に組
織的学習の試みを始めることにした。
写真3 属性弁別学習
v. 属性弁別学習
自閉症児は，はじめにも述ぺたように言語行
動に障害がある。たとえば，機械的な「おうむ
返し」 echo1a1iaや周囲の状況とは関係なく突
然に発する遅延性反密言語 delayedecho1a1ia 
あるいは独語のように，ことばのコミュニカテ
ィブな機能が失われている。
T君も言語障害が見られる。したがって，言
語を用いては治療教育をすることはできない。
また自らの言語を用いて，自らの行動を制御す
ることもできない。しかし，それよりもまず彼は
日常生活の諸行動においても，事象に対して必
要に応じて区別して行動することはできない。
すなわち，食事，排泄あるいは着脱衣などの日
常的習慣行動において，それぞれの事態に応じ
て十分に区別して行動しているとはいえない。
このような基本的行動においても，カテゴリー
分化がほとんどできあがっていない。言語行動
の形成にはこのような行動のカテゴリーの分化
が可能になることが必要である。このような日
常的習慣行動を学習させることと並んで，我々
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は 彼 に 言 語 行 動 を 習 得 さ せ る 目 標 と し て 野 生
児 ＊ や 盲 聾 二 重 障 害 児 の 教 育 ＊ ＊ に お い て 行 な わ
れ た の と 同 じ よ う に 事 象 の 弁 別 か ら 概 念 の 形
成 ， そ し て 言 語 行 動 へ と い う 言 語 行 動 形 成 の 過
程 を 一 つ ず つ 順 に た ど る こ と に し た 。
遊 び の と こ ろ で も 述 べ た よ う に ， T 君 と の 何
ら か の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を つ け る た め に ， は
じ め に 好 物 の チ ョ コ レ ー ト を 用 い て 物 と の 交 換
遊 び を し た 。 こ の こ と は ， 特 定 の 物 と の 間 に
は ， あ る 程 度 成 立 し た が ， 二 つ の 物 か ら 一 つ を
選 択 し て 交 換 す る こ と は で き な か っ た 。
彼 は と き ど き ， 赤 い プ ラ ス チ ッ ク の バ ケ ツ に
向 か い 放 尿 し た り ， 赤 色 の ク レ ヨ ン に よ り 興 味
を 示 し た の で ， 色 の 区 別 が で き る の で は な い か
と 思 わ れ た 。 そ こ で ， 物 入 れ 遊 び を す る こ と を
利 用 し ， ま ず 色 の 弁 別 学 習 を 組 織 的 に 行 な う こ
と を 試 み た 。
1 ) 色 の 弁 別
A i ) 。 ま ず ， 赤 と 緑 の 積 木 を ， 少 し 離 れ た 所 に
あ る バ ケ ツ に 入 れ さ せ る 。 う ま く で き た ら ベ ビ
ー ボ ー ロ を 与 え た （ 今 後 ， こ の よ う な 学 習 事 態
で は ， ほ と ん ど 報 酬 と し て ベ ビ ー ボ ー ロ を 用 い
た 。 こ れ は 一 回 の 報 酬 の 量 と し て も ， ま た 彼 が こ
れ を 好 ん で 食 べ る と い う こ と か ら も 適 当 で あ っ
た ） 。 機 嫌 の 悪 く な い 限 り 入 れ る こ と が で き た 。
A i i ) 。 次 に 赤 と 緑 の バ ケ ツ を 置 き ， 赤 ・ 緑 一 緒
に し て あ る 積 木 か ら 一 つ ず つ と っ て 同 色 の バ ケ
ツ の 中 に 入 れ さ せ る 。 間 違 え た と き に は ， 手 を
添 え て 直 し て や る 。
Aiii) 。 赤 と 緑 の バ ケ ツ を 置 き ， 赤 ・ 緑 の 稜 木 を
ラ ン ダ ム に 一 つ ず つ 提 示 し 同 色 の バ ケ ツ の 中 に
入 れ さ せ る 。 成 功 の 確 率 は 二 分 の 一 で あ る （ す
な わ ち ， 色 の 弁 別 は 失 敗 し た ） 。 A i ) A  i ) の
場 合 ， 赤 の 積 木 だ け を 先 に 入 れ ， 続 い て 緑 の 積 木
も 同 じ バ ケ ツ に 入 れ る こ と が し ば し ば あ っ た 。
2 ) 形 を 含 む 色 の 弁 別
1 ) の よ う な 事 態 で の 色 の 弁 別 が で き そ う に
な い の で ， 新 し い 試 み に 形 を 含 む 色 の 弁 別 事 態
を つ く っ た 。 こ れ は ， 形 と 色 の 二 つ を 手 が か り
と し て 弁 別 で き る の で ， 弁 別 を よ り 容 易 に す る
と 思 わ れ る 。
B  i ) 。 一 辺 が 1 2 c m の 赤 の 立 方 体 の 箱 と 緑 の 三
角 柱 の 箱 を 置 き ， 5 c m 四 方 の 赤 の 正 方 形 の カ
ー ド を 赤 の 箱 の 中 に 入 れ さ せ る 。
B  i ) 。 B i ) の 箱 を 二 つ 置 き ， 一 辺 5 c m の 緑 の
正 三 角 形 の カ ー ド を 緑 の 箱 の 中 に 入 れ さ せ る 。
Biii) 。 そ れ ら の 二 つ の 箱 に ． 赤 の 四 角 カ ー ド と
緑 の 三 角 カ ー ド を 一 つ ず つ ラ ン ダ ム に 提 示 し 同
色 で 同 形 の 箱 に 入 れ る と き ， そ れ を 正 反 応 と す
る 。 赤 ・ 緑 の 箱 の 位 置 を 取 り か え る と 成 功 率 は
異 な る 。 成 功 率 は T 君 の 右 側 に （ イ ） 赤 箱 を 置
く と 6 0 % (30試 行 中 18 回 ： 1 % o一 成 功 率 は 以 下
こ の よ う に 示 す ） 。 （ 口 ） 緑 箱 を 置 く と % 0で あ
っ た 。 こ の こ と は ， 赤 の カ ー ド と 赤 箱 と が 結 び
つ い て い る の で は な く ， 赤 い カ ー ド と 位 置 （ 右
側 ） と が 結 び つ い て い る よ う に み え る 。
ま た こ こ で は ， カ ー ド を か ん だ り ， 箱 に 入 れ
た カ ー ド を 出 し 入 れ し て 遊 び ， し ば し ば 学 習 が
中 断 さ れ た 。 こ の よ う に 学 習 に 飽 き て し ま う の
は ， こ こ で の 課 題 と 報 酬 と の 結 び つ き が 複 雑 で
あ る こ と が 考 え ら れ る の で ， 次 に は 課 題 と 報 酬
と が よ り 直 接 に 結 び つ く 事 態 で の 学 習 を 行 な っ
た。
3 ) 位 置 の 弁 別
形 を 含 む 色 の 弁 別 で は ， 課 題 の 中 で T 君 の 行
動 が 位 置 と 関 係 し て い る よ う に み え る こ と か
ら ， 今 度 は 一 応 色 の 弁 別 を 離 れ て ， 次 の よ う な
位 置 の 弁 別 事 態 を 設 定 し た 。
す な わ ち C i ) プ ラ ス チ ッ ク 製 の ク リ ー ム 色
の 湯 の み を ふ せ て ， 横 に 一 列 に 並 べ ， 彼 の 見 て
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い る 前 で そ の う ち 一 つ の 湯 の み の 中 に 報 酬 を 入
れ る 。 報 酬 の 入 っ て い る 湯 の み を 開 け た ら ， 報
酬 を 自 分 で 取 っ て 食 ぺ る こ と が で き る 。 三 つ の
湯 の み の ど れ か 一 つ に ラ ン ダ ム に 報 酬 を 入 れ て
も 取 る こ と が で き た 。 成 功 率 は ％ で あ っ た 。 湯
の み を 五 つ に し た と き は (19fo) 。 六 つ の と き
(1o/is) 。
C  i ) 。 C i ) の 事 態 に 3 秒 間 の 遅 延 時 間 を 置
き， そ の 間 す ぐ に は 湯 の み に 手 が 出 せ な い よ
う に し て 待 た せ る 。 湯 の み 三 つ （ ％ ） ， 四 つ
(1½分，五つ (1'½5) 。
Ciii) 。 C ii) の 事 態 の 3 秒 を 6 秒 に し た 場 合 。
湯のみ三つ（％），四つ (~'12), 五つ (1½5) 。
C i v ) 。 C i ) の 事 態 の 遅 延 反 応 は ， す ぐ に は
手 が 出 せ な い よ う に 待 た せ る だ け で あ る が ， 次
に 遅 延 時 間 の 間 に 湯 の み を 直 接 見 え な い よ う に
彼 の 目 を 板 で お お う 。 ま ず 報 酬 を 湯 の み に 入 れ
る と こ ろ を 見 せ ， す ぐ に 板 で お お い ， 3 秒 後
に 板 を 除 き 湯 の み を 開 け さ せ る 。 湯 の み 三 つ
（％）， 四 つ (19知 ） 間 違 え た と き 再 び 同 じ 事
態を繰り返した），五つ (1~知 ） 。
C  v) 。 C v i ) の 遅 延 時 間 を 6 秒 に 延 ば し た と
き。三つ（％），四つ (1%か五つ (1½5) 。
C v i ) 次 に 弁 別 を い ま ま で よ り 複 雑 化 し ， 報 酬
と 行 動 と の 間 に ， 直 接 報 酬 と は 関 係 の な い 行 動
を は さ み 込 む よ う な 事 態 を つ く っ た 。 ま ず 湯 の
み の 中 に 積 木 を 入 れ る と こ ろ を 彼 の 前 で 見 せ ，
次 に そ れ を 開 け て そ ば に 樅 い た 別 の 箱 の 中 に そ
の 積 木 を 入 れ る と ， 訓 練 者 か ら 報 酬 が 与 え ら れ
る 。 遅 延 時 間 を お か な い と き ， あ る い は お い た
と き で も 彼 は 精 木 の 入 っ て い る 湯 の み を 開 け ，
取 り 出 し た 稼 木 を 箱 の 中 に 入 れ る こ と が で き
る 。 し か し ， こ れ は 数 回 す る と 飽 き る の で ， ま
だ デ ー タ を と る ま で に は 至 っ て い な い が ， こ の
試 み の 可 能 性 は 知 ら れ た 。 こ れ を こ れ か ら の 学
習 事 態 に と り 入 れ る こ と に す る 。
4 ) 再 び 色 の 弁 別
は じ め に 行 な っ た 色 の 弁 別 を 課 題 を 変 え て ，
3 ) で 行 な っ た よ う に 報 酬 を 入 れ る と こ ろ を 見
せ る 事 態 で 再 び 試 み た 。 す な わ ち ， 赤 と 緑 の
縦 ， 横 ， 高 さ そ れ ぞ れ 6 , 7 , 3 c m の 箱 を 一 つ
ず つ 用 い て ， 彼 の 前 に 置 き ， 常 に 赤 の 方 に 報 酬
を 入 れ ， 目 隠 し 3 秒 間 に 赤 と 緑 の 箱 の 位 置 を 交
換 し た り ， し な か っ た り ラ ン ダ ム に や っ た 。 結
果 は 約 150 回 の 試 行 で 成 功 率 は 50 形 で あ っ た
（ 位 置 を か え る と ， ほ と ん ど 間 違 え た ） 。
5 ) 大 き さ の 弁 別
D i )。 2) で 用 い た 一 辺 1 2 c m の 赤 の 立 方 体
の 箱 と ， 4 ) の 色 の 弁 別 で 用 い た 赤 い 箱 （ 縦 ，
横， 高 さ そ れ ぞ れ 6, 7, 3 c m ) を 用 意 し ，
常 に 大 き い 方 の 箱 に 報 酬 を 入 れ ， 目 隠 し 3 秒 間
に 二 つ の 箱 の 位 骰 を 交 換 し た り し な か っ た り ラ
ン ダ ム に や っ た 。 す な わ ち ， 大 き さ の 弁 別 を 行
な っ た 。 こ の 大 き さ の 違 い が あ る 二 つ の 箱 に 閑
し て は ， 連 続 し て 10試 行 成 功 し た 。
こ の こ と か ら 次 に 小 さ い 方 の 箱 を 次 第 に 大 き
い 方 の 箱 の 大 き さ に 近 づ け る こ と を 試 み た 。
D  i) 。 D i) の 事 態 の 小 さ い 箱 を 一 辺 6 c m の
立 方 体 の 箱 に し た 場 合 の 成 功 率 は 1 7 1 2 で あ っ た
（ 二 つ の 箱 の 位 置 を 交 換 す る 場 合 と 交 換 し な い
場 合 ， 各 6 回 を ラ ン ダ ム な 順 で 計 12 試 行 。 ゲ ラ
ー マ ン 系 列 を 参 考 に し た 。 以 下 同 様 ） 。
Diii) 。 小 さ い 箱 を 一 辺 7 c m の 立 方 休 の 箱 に し
た 場 合 (1714, 問 迩 え た と き ( 2 回 ） ） 繰 り 返 す ） 。
D i v ) 。 小 さ い 箱 を 一 辺 8 c m の 立 方 体 の 箱 に し
た 場 合 (171 心 。
D  v ) 。 小 さ い 箱 を 一 辺 9 c m の 立 方 体 に し た 場
合 ( 1 % 砂 。
次 に 大 き い 方 の 箱 は 持 ち に く こ と も あ っ て ，
そ の 箱 の 大 き さ を 減 じ て 二 つ の 箱 の 大 き さ の 違
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いを少なくすることを試みた。
Dvi)。Di)の事態の二つの箱を， それぞれ
一辺 9cmと一辺 8cmの立方体の箱にした場
合 (171心。
以上が現在まで得られた結果であるが，上で
みられたような大きさの弁別において二つの箱
の位置を交換しても成功した際に，いままでに
みられなかった次のような注目すべき行動がみ
られた（箱の位置を交換しない場合はすぐに報
酬の入っている箱に手を出してそれを開ける）。
すなわち，遅延時間の後，はじめに報酬を入れ
た方の位置にある箱（つまり報酬の入っていな
い箱）に手を持っていくが，開ける寸前に大き
い方の箱に手を移動する。あるいは，二つの箱
の間ですばやく手を往復させたり，一度，報酬
の入っていない箱に手をかけ，それを開けずに
改めて報酬のある箱に手を移し，開けるという
ことも見られた。これらは位饂の誘因に大きさ
の途いによる誘囚がうち勝つことを示す。
このような手の動きがみられるのは箱と彼の
待機しているところとの間の距離が比較的近い
とき（この距離は主として Im~Zmの間で行
なわれた。このようにその距離が一定できない
のは，このような弁別の際に彼がいつも落着い
ているわけではなかったので，その距離が Im
~2mの間で適宜待機させたからである）であ
り，距離が遠くなるとまた別の行動があらわれ
た。すなわち，箱に近づくためにあるき出して
から，二つの箱を比較するように，眼球を左右
に迅速に動かした後， 箱を開ける。 このとき
は，上でみられるような手の動きはな<'すぐ
に正しい箱を開ける。
彼と箱との間の距離が非常に近い場合（約30
cm), 反応を誤り報酬の入っていない箱を開け
た (Diiiの誤り 2回）。
今後，このような大きさの弁別の成功から，
大きさの違いのさらに少ない弁別を通じて形の
弁別・色の弁別などを計画している。
このように学習が進行していくうちに，次の
ような典味深いことがみられた。すなわち，学
迎に関係なく遊んでいるとき，彼は湯のみを机
の上に持ち運び，それらをふせて並べ，お菓子
のある所に訓練者の手を引いていくという，あ
たかも自発的に学習を始めることを促すかのよ
うな行動がしばしばあらわれた。また，訓練者
の手に持っている報酬を彼の持っている湯のみ
でふせて， 訓練者が手を離すと， 湯のみを開
け，報酬を食べるという，あたかも上で述べた
学習事態での訓練者の行動を模倣しているよう
な行動もみられた。
註
＊イタール著（古武弥正訳） ： 1949, アヴェロンの野
生児．丘害房
＊＊梅禅八三， 1967,光なき子のパターン認識（ことば
の宇宙 7月号， 37~42頁）
? ? ?
以上いままで得られた結果を要約してみると
1)摂食行動，排泄行動，着脱衣行動におい
ては，それぞれその行動自体においては，ある
程度の改善がみとめられた。特に摂食行動にお
いてはそれが顕著である。
2)しかしそれぞれの行動が日常習慣として
形成されるには至っていない。すなわち事態に.. 
応じて，それぞれの行動を自発的に発現させる
ことは出来ない。
3) 種々の遊びを通じて， わずかではある
が，患児の関心を示す対象も増加し，また訓練
者に対する関心も増すのがみられた。
4)属性弁別学習においては
ィ）位置，大きさの弁別には，ある範囲内では
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成 功 し た 。
ロ ） し か し 色 の 弁 別 は ， い く つ か の 試 み に も 拘
ら ず ， 今 の と こ ろ は 未 だ 出 来 な い 。
以 上 我 々 の 彼 へ の 積 極 的 な 働 き か け に お い て
彼 の 行 動 種 に お い て 改 変 さ れ た も の も あ る が ，
改 変 の あ ら わ れ て い な い 行 動 種 も あ る 。
我 々 は 自 閉 症 児 に つ い て の 接 触 の 経 験 も ま だ
浅 く ， 理 解 も 充 分 で な い の で ， ＜ わ し い 考 察 に
は た ち 入 ら な い が ， 次 の こ と を 附 け 加 え て お こ
う。
(1) 日 常 習 慣 行 動 は 種 々 の 組 織 的 学 習 を す す
め て い く う え の 前 提 と な る も の と も 考 え ら れ る
が ， 我 々 の 積 極 的 働 き か け に も 拘 ら ず ， こ の 行
動 の 形 成 は 今 の と こ ろ 極 め て 困 難 で あ る 。
そ の 原 因 は 種 々 考 え ら れ る で あ ろ う が ， T 君
が 病 院 ぐ ら し を し て お り ， 他 か ら の 積 極 的 働 き
か け は ， 主 と し て 我 々 が 彼 を 訪 れ る と き の 僅 か
の 時 間 に 限 ぎ ら れ て い る こ と と も 関 係 し て い る
よ う で あ る 。
(2) し か し ， T 君 は は じ め は 物 事 に 無 関 心 で
あ る と み ら れ て い た が ， 我 々 の 設 定 し た 属 性 弁
別 学 習 事 態 に 応 ず る こ と か ら ， 今 後 は こ の よ う
な 事 態 を 通 じ て の 学 習 の 効 果 が 期 待 さ れ る 。
あ と が き
一 般 に ， 障 害 者 の 行 動 改 善 の 進 み を 見 る と き
に ， 普 通 人 の 進 度 ， あ る い は 水 準 か ら な が め る べ
き で は な い 。 や や も す る と ， 改 善 さ れ た と い っ
て も そ の 進 み は は な は だ の ろ い で は な い か と
か ， 進 ん だ と い っ て も た だ そ の 程 度 の も の か な
ど の 批 判 を う け ， そ し て ， そ の よ う な 改 善 の た
め の 自 他 の 努 力 は 無 駄 な も の の よ う に 思 わ れ 勝
ち で あ る が ， そ う で は な く ， も し そ の 改 善 へ の
努 力 が ま っ た く な さ れ な い で 放 っ て お か れ た と
し た と き の 彼 等 の 状 態 と く ら べ て み る べ き で は
な い だ ろ う か 。 い か に 少 し で も ， 自 立 的 な 生 活
の 方 向 に 行 動 が う つ さ れ ， 社 会 に 適 応 的 な 行 動
が 彼 等 に 形 成 さ れ た ら ， そ れ だ け 彼 等 の 人 間 性
が 開 発 さ れ た こ と に な る と は 考 え ら れ な い だ ろ
う か 。
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